
相沢は豊 太郎に行 為を抱い ていた  の か？  ただ の親友だ ったのか  

 はじめ に  

まず、こ のテーマ を選んだ 理由とし て、「何 故、相沢 はエリス に真実を 話したの か」 と い

うことを 考えた時 に実は相 沢は豊太 郎の事が 好きだっ たのでは ？と冗談 半分で考 えた が も

う一度、 舞姫を読 みなおし てみると あながち 冗談では ないんじ ないか。 と思いそ れが 本 当

か確かめ たくなか ったから です。  

 

本論  

本文であ る舞姫は 一貫して 豊太郎の 視点から 描かれた ものであ る。そこ で①相沢 の行動  

②豊太郎 から見た 相沢。  こ の二つか ら本論を 進めてい く。  

 

①相沢の 行動  

相沢は本 文中にお いてⅠ、 失業した 豊太郎に 仕事を与 えた。Ⅱ エリスと の交際を 断て 。 と

言った  Ⅲ エリスに 真実を話 した。  と大きく分けて三つの行動、言動をとっている。まず

Ⅰについ て。豊太 郎の失業 を聞いた 時、相沢 は東京に いた。電 話もつな がってい ない 時 代

に日本か ら遠く離 れた地に いる者に 仕事を紹 介するの は大変な 労力であ ることに 違い は な

く、いく ら親友と はいえ、 このよう な労力を 払うこと ができる のだろう かという 疑問 を 感

じた。し かしなが ら、豊太 郎から見 た相沢は 活気のあ る人間で あるので 、親友の ため に そ

のような 労力を費 やしても おかしく はない。 次にⅡに ついて。 相沢は豊 太郎との 会話 の 中

でエリス と別れる ことをす すめてい る。ここ も親友と いう側面 でみれば 横道にそ れて し ま

った友人 に対する 助言であ るし、好 意を抱い ていたと するなら ば、エリ スとの不 仲を 願 っ

た発言と 取れるの でこの発 言から結 論を出す ことは難 しい。最 後にⅢに ついて。 これ も Ⅱ

と同様に 二つの側 面から考 えること が出来る 。しかし 、ここで 考えたい のは、い くら 親 友

だから  

と言って もそして その選択 が正しか ったとし ても、少 なからず 親友が傷 付き人生 が大 き く

変わるで あろう行 動を親友 としての 相沢がで きるのか 。という ことであ る。たし かに 親 友

が決心し てもなか なか行動 に移せて いないと アシスト したくな るとは思 う。しか し、 本 文

の場面に おいて相 沢自身、 豊太郎と エリスの 仲を知ら なかった 訳ではあ るまいし 、豊 太 郎

自身が行 動を起こ すことが ベストで あり、そ のように 促すこと が親友と しての役 割で あ る

というこ とに相沢 は気付か ないよう な人間で あったの だろうか 。という ことが疑 問で あ る

が残念な がら本文 にはそれ の根拠と なるよう な文が見 当たらな かった。 ⅠⅡⅢよ り相 沢 の

行動から は親友。 好意を抱 いている 。この二 つの側面 があるが ⅠⅡから は好意を 抱い て い

る。と読 み取るこ とができ るが普通 ならば親 友の立場 と考える のが自然 な印象を 受けた。  

 

豊太郎か らみた相 沢  



まず豊太 郎は相沢 の事を良 き友であ るが憎ん でいる。 と述べて いる。そ して、そ の気 持 ち

の元、こ の舞姫を 描いてい る。Ⅰで 述べたよ うに相沢 の行動は 豊太郎に よって親 友と も 好

意を抱い ているよ うに描か れている 。つまり 、相沢の 事を友達 と思う。 憎いと思 う。 こ の

二つの感 情にいた ばさみに されてい る豊太郎 は相沢の 行動を本 来ならば 友人とし ての 行 動

であるよ うに描く はずが友 人と認め たくない 、相沢に 対する憎 しみが友 人とは違 った 書 き

方へいざ なったの ではない だろうか …  

 

結論  

相沢は豊 太郎に好 意を抱い ていたか どうかは 分からな いが豊太 郎は相沢 を友人と は違 っ た

ものとし て描くた め相沢は 好意を持 っている ように描 いたと思 う  


